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航空宇宙および防衛業界から風力発電業界まで、エンジニアリング設計プロセスで複合材が採用さ
れることが増えています。複合材の採用は、製品や部品を最適化するための方法のひとつです。

軽量で耐久力の高い部品を設計および製造

Creo Composite Design and 
Manufacturing Extension

製品や部品の製造方法は、エンジニアリング設計プロ
セス全体にわたってさまざまなものが存在します。従
来の製造方法は、高速ミリングや高速成形のようなも
のでした。企業はますます、設計プロセスへの複合
材の採用を推進し、そのメリットを享受しつつありま
す。複合材は、持続可能かつ最適化されたエンジニア
リング設計プロセスを実現するソリューションです。 

カーボンファイバー、ファイバーガラス、ケブラーは
複合素材の一例です。複合材は繊維を編んで織物にし
ます。複合素材を重ね、樹脂で接着して設計を形にし
ています。十分に硬化させると、強靭かつ軽量な構造
体が完成するのです。

複合材のメリットは、繊維を適切な組み合わせで混合
することにより、強度、フレキシビリティ、衝撃吸収
性を、設計内に非常にきめ細かく実現できる点です。
その結果、エンジニアリングの目標に対して非常によ
く最適化された構造を生産できます。

最新の Creo スイートには、Creo Composite 

Design and Manufacturing Extension (CDM) と Creo 

Composite Design and Manufacturing Advanced 

Extension (CDMA) が追加されています。どちらの拡張

• Creo に複合材設計を完全に統合 

• Creo 環境を離れることなく複合材製品を設計、 

シミュレーション、検証

• プライの生産可能性を確保し、製造用のフラット 

プライのコンターを修正

• 遷移機能とスプライシング機能を使用可能

• レーザーガイド式製造プロセスのサポートによる 

複合材製品の品質を向上

• 処理のドキュメンテーションの生成を自動化

• 製造のやり直しや廃棄品の削減

• Creo Simulate の自動インタラクト機能と完全に 

統合

主な利点

機能も複合材をサポートしますが、CDMA の方が、複
合設計の製造上のメリットや詳細なワークフローに注
目して設計されています。

機能と仕様
プライ機能

• プライの定義に新しいカーブタイプを追加

• コアに対応（テーパーの定義を含む）

• 特別なプライセクションでプライの累積を簡単に可
視化

• ゾーンベースの設計では、トップダウン複合設計の
コンセプトを適用し、ゾーン領域とゾーンスタッ 

クレシピを使用して、プライを自動的に作成でき 

ます。

https://www.facebook.com/ptc.creo
https://www.linkedin.com/showcase/ptc-creo
https://www.youtube.com/creotv
https://www.ptc.com/ja
https://twitter.com/PTC_Creo
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解析と統合

• 詳細なドレーピングシミュレーションによる生産
可能性解析 

• ロール幅違反アラート

• Creo Simulate との完全統合

• Windchill との統合

• サードパーティーの解析ツールと接続可能

積層

• 専用の積層ツリーでプライ管理を簡易化

• ソリッド積層と IML（内部モールドライン） 

キルトオプション

• 積層全体の質量特性を計算

製造の準備

• コアサンプル

• レーザー投影ファイルのサポート

• 製造準備のためのプライ境界の拡張

• プライブックの生成を自動化

言語サポート 

英語、ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン
語、日本語、中国語（簡体および繁体）、韓国語、ロ
シア語、ブラジルポルトガル語

サポート対象プラットフォームとシステ
ム要件

詳細情報とシステム要件については、弊社 Web サイ
トをご覧ください。PTC サポートページ 

詳細情報

こちらをご覧ください。https://www.ptc.com/ja/
products/creo

>>> CREO の利点
Creo は製品のイノベーションを促進し、より質の高い製品をスピーディーに作り上げる 3D CAD ソリューション
です。Creo は習得が簡単であり、モデルベースアプローチにより、製品設計の初期段階から製造とその後工程まで
シームレスに対応できます。Creo では、強力な実証済みの機能が、ジェネレーティブデザイン、リアルタイムシ
ミュレーション、高度な製造、IIoT、拡張現実などの新しいテクノロジーと組み合わされているため、繰り返し作業
の迅速な実施、コスト削減、製品品質の改善などが可能になります。また、Creo は SaaS 製品としても利用でき、革
新的なクラウドベースのツールが提供されるため、リアルタイムコラボレーションや合理化されたライセンス管理お
よび配布が可能になります。変化が速い製品開発の分野で、競争優位と市場シェアを獲得するために必要な変革ツー
ルを提供できるのは Creo だけです。
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